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土屋 聡 く相原印五井小 )
前年産までの調査結果を検証し発展させるため
に,1978年変は以下の点に関する調査が行なわれ
た｡対象は,高宕山第 1群の1978年生まれのすべ
ての母子ペア(13組 )である｡
1)基礎的な繋殖データの収袋
2)生後1年までのアカンボウの成長,発達に関
する詳細な記載
8)母性行動の個体差の分析
4)alloparenhl behnViorの記載と分析,1976
年からの継続調正で和られT=結果は,次のよう
に要約される｡
1)野生のアカゲザルの出産率は,70-90%と
いう報告が多いが,これに比較すると野生ニ
ホンザルの出産率はかなり低く,市宕山では
平均54%であった｡
2)メスの年令,出産歴によって,出産問闘,
出産時期,およびさまざまな母性行動に差が
見られた｡すなわち,初産の母親はアカンボ
ウの抱き方,迎び方がぎごちなく,扱い方が
未熟で,アカンボウの生後6か月以内の死亡
率が経産の場合よりも花かった｡かつ,離乳
が遅れる傾向があり,その彫智を受けて,2
番目のアカンボウの出産時期が,出産期の終
わり頃になる傾向が見られた｡また,豊富な
出産歴を持つ中高年令の母親は,早くから,
授乳の拒否などのアカンボウに対する攻撃的
行動を示し,その旺合いも強く,その結果,
離乳がJ:り早く完了し,翌年も連続して出産
する傾向が認められた｡
また,初産をむかえる以前に母親をな､くし
たメスの母性行動は,アカンボウに対する攻
撃性が非常に強く,アカンボウの死亡率が高
･かった｡ ､
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